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令和元年11月 佐賀市長記者会見（※記者会見の内容を一部要約しています） 

令和元年11月定例会の議案について 

日時：令和元年11月22日（金） 13時30分～14時40分 

場所：佐賀市役所 ２階 庁議室 

出席：秀島市長 

 

（司会） 

皆さんこんにちは。定刻になりましたので、ただいまから市議会 11 月定例会議案の市長

記者会見を始めたいと思います。 

最初に資料の確認をお願いいたします。お手元に本日の次第と、補正予算案の概要のパ

ワーポイント資料の 2 点を置いています。また、事前レクの際に配布した資料が案件一覧

と、補正予算案の概要の 2 点です。 

本日は最初に議案についての説明を行い、それに対する質問をお受けします。そのあと

に市政一般についての質問をお受けします。 

次にお願いですが、本日の記者会見は、佐賀市のホームページでライブ配信をしており

ますので、マイクを使ってご発言ください。それでは市長お願いいたします。 

 

（市長） 

皆さんこんにちは。11 月定例会を前に記者会見をさせていただきます。 

まず最初に今議会に提案いたします議案関係について説明させていただきます。 

今回議案送付するのは当初で 25 件ということであります。議案として 23 件です。そし

て報告事項が 2 件です。 

 

第 95 号議案から 98 号議案は補正予算関係です。 

 

99 号議案、佐賀市富士地域振興センター条例です。富士地区の活性化のために、今スポ

ーツ合宿等を中心に活性化策を練っておりますが、センターがまもなく出来上がりますの

で、それに関する条例を制定するものです。 

 

次の 100 号議案、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例。これは人事院勧告に

伴う改正です。 

 

続いて 101 号議案。佐賀市 TOJIN 茶屋の条例を廃止する条例。長年、唐人町の振興等の

役割を果たしてきた TOJIN 茶屋ですが、耐震性がございませんので、今回取り壊すことに

なりました。その廃止する条例です。 
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それから道路の占用料等の一部を改正する条例、102 号です。これは県の占用料等の基準

に合わせて佐賀市の分も改正するものです。 

 

103 号議案、佐賀市の観光キャンプ場条例の一部を改正する条例。三瀬に山中キャンプ場

と吉野山キャンプ場がありますが、運用的に制度が違っておりましたので、基準を合わせ

るということです。 

 

107 号議案、上下水道局の下水道条例の一部を改正する条例。現在下水道では、バイオマ

スと事業を展開しておりますが、し尿関係、そして味の素が廃棄物の部分で、コスト削減

のために努力をされております。それとコラボして、佐賀市の公共下水道の部分で最終処

理をします。そういった部分の排水基準ですね。こちらのほうの受け入れのための規制等

を見直す必要がありますので、条例の一部を改正するものです。 

 

それから、108 号議案。佐賀市のマスタープラン、総合計画の改定について中間の見直し

を行っておりますので、議会への提案です。 

 

109 号から 114 号までは、指定管理者制度に基づく指定管理に関する議案です。 

 

3 ページ目の道路管理課の分は、市道路線の廃止、また新たな認定です。 

以上が議案関係です。 

 

あと報告関係で、交通事故あるいは道路の管理瑕疵等に基づく損害賠償の分です。以上

が、条例議案と報告事項です。 

 

続きまして、補正予算の説明をさせていただきます。 

今回の補正予算は、8 月に大きな災害があり、その後の対応策についてまとまってきまし

たので、その分の補正を組んでおります。 

予算額は補正額が 27 億で、補正後の額は 1,035 億です。 

 

1 番大きいものは、豪雨災害に関するもの「災害復旧経費」です。11 億 7,000 万円。大

きな被害が出ました。内訳は、農地、林道、市道、河川関係。それぞれに書いてあるよう

な内容です。 

 

それと、下のほう強い農業・担い手づくり総合支援事業。これも災害に関するものです

が、被害を受けた農家の皆さんの施設・機械等の修繕や再取得等に対する支援事業費です。 

次は、庁舎の周辺に散在している駐車場をある程度まとめます。一般民地を借りて駐車
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していましたが、民地の部分で私有地の返還請求等の計画等も出ておりますので、そうい

ったものをあわせて、駐車台数 300 台ぐらいの立体駐車場を市の東側につくるということ

で、債務負担行為として、8 億 9,000 万円程度を出しております。 

 

続きまして公共交通の維持確保推進事業ということで、2,700 万円です。 

富士地区・三瀬地区は昭和バスの定期路線が、来年の春に廃止になります。それに対す

る対応策で、まずは富士地区です。地元の皆さんたちと協議をしてまとまった内容を今回

出しております。車の購入費を中心に出しています。 

 

続いてはふるさと納税です。佐賀市は今までどちらかというと県内でも少ないほうでし

たが、今回当初予算で 6 億円ほど見込んでいたものが、決算で見込んでみると 10 億円程度

になりそうです。その措置として 4 億円程度増やすものです。 

 

続いて、マイナンバーカードの実験的な受け付けです。佐賀市久保泉にある佐賀県運転

免許センターで行います。それに対する国からの支援金があって 100 万円程度計上してい

ます。 

 

虐待で悲しいニュースが時々飛び込んでしまいますが、来年度から佐賀市も家庭総合支

援拠点を設置して、虐待がなくなるよう窓口等、支援体制をとっていく関係のものが 228

万円です。 

 

オリンピックの聖火リレー関係で、896 万円。県内それぞれの市町を走るということです

が、佐賀市が受け持つ分の警備等含めた経費が 896 万円ということで、債務負担行為等を

計上します。 

 

それから、1 番下のほうにありますのが国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会。 

2023 年に佐賀で開催されますが、その準備をするための事務所経費として、市役所関係

の施設では間に合いませんので民間ビルを借り上げる分です。準備経費が 600 万円近くに

なっております。 

 

以上が 11 月議会での補正をお願いする大まかな内容です。不足する部分がありましたら

総務部長のほうから補足をしてもらいたいと思います。 

 

（総務部長） 

特に加える部分はございません。 

（司会） 
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それでは質疑応答に入ります。まず議案についての質問。そのあとに市政一般について

の質問をお受けしたいと思います。この後の進行は、幹事社のＮＢＣラジオ佐賀の横尾様

にお願いいたします。 

 

（幹事社） 

よろしくお願いします。ＮＢＣの横尾です。 

議案関連で質問が二つございます。一つは、今回災害の復旧経費で 11 億円という大きい

額が上がっておりますが、あと追加の部分が今後出てくるかどうか。 

公共交通維持確保推進事業で富士地区にコミュニティバスを走らせるということでした

が、三瀬地区はいつバスを走らせる予定があるのか、それに伴って中山間地の生活が厳し

くなっているので、その中山間地をどう振興させていくかを関連でお尋ねします。 

 

（市長） 

災害が全部これで網羅しているかどうは後でつけ加えさせていただきますが、今まで急

ぐものは予備費で対応したり、9 月議会で対応した分もございます。それで残りの部分が今

回の分です。まだ完全に済んでいない分がありますので、幾らかまだ残るものが出てくる

かもわかりませんが、その辺は担当の部長からお話しします。 

 

それと地域交通についてですが、今まで昭和バスに担っていただいておりましたが、ど

うしても運転士不足等もあり、かなり厳しい内容で運行されていました。それで県内あち

こちの昭和バス路線を打ち切るということでございます。 

それじゃそのままでいいのかというと、そうではない。やはり地域に公共交通機関的な

ものがないと過疎化がどんどん進む。これは同じように、病院施設・医療施設、買い物で

きる店、郵便局等を始めとする金融機関などがないと地域がだんだんすたれていくことを

恐れるわけです。限界集落にできるだけならないように手だてをする。そういう意味では

やはり交通機関・移動手段を確保しなければならないと思います。 

地域の皆さんたちの意向に沿った形でできるだけ運行できないか、富士町・三瀬村とも

協議をさせていただいております。 

富士町が協議が整いましたので、こういう形で提案をさせていただく。三瀬は神埼市と

の関係もあり、完全には協議が成立しておりませんので後になると思いますが、三瀬のほ

うも対応をすることになると思います。 

 

（農林水産部長） 

災害の関係につきまして、私のほうからご説明いたします。 

4ページ目に災害関連の予算が上がっております。上の豪雨災害復旧費の11億円ですが、

これはどちらかというとハードの補助でございます。下のほうの強い農業・担い手づくり
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総合支援事業がソフトの事業です。 

 

まずハードの豪雨災害復旧経費ですが、昨年度から今年にかけて、毎年のように災害が

起き、相当量の災害の復旧費がかさんでおります。ただこういった中で単年度にできる量

はどうしても限られますので、まずは補助事業を早くして、農家の方たちが農業再建でき

るようにそちらを優先させていただいております。 

そういった中では過年度の分の積み残しもございますので、この分については後年度に

過年度債という形で予算を組みたいと考えています。 

 

それと下のほうの「強い農業・担い手づくり」ですが、これは国の緊急事業で通常はあ

まりない事業です。今回災害が大きかったため、被災農業者向けの支援策として農産物の

生産加工に必要な施設の復旧や、施設の撤去を緊急的に支援するという緊急事業です。 

国ではこのような緊急措置的な事業も出てきております。例えば苗木の補償なども国の

で検討しておりますので、国の事業が確定し、市内にそういった被害者の方がおられます

ので、その分が金額として上がってくる可能性はあります。 

 

（幹事社） 

ありがとうございました。補正関連で各社から質問があれば、よろしくお願いします。 

 

（記者） 

佐賀新聞の太田と申します。 

一般会計の説明で、個人番号カード交付関連経費についてお尋ねします。これは国のモ

デル事業ということでしたが、なぜ佐賀市がモデル事業に手を挙げられたのか。10 日間の

事業ですが、実施されるに至った目的・経緯を教えてください。 

 

（市長） 

マイナンバーカードはなかなか進まないというのが実態です。国も躍起になっていろん

な方策を考えています。その中の 1 つのメニューとして佐賀市でも何か引き受けていただ

けないだろうかというような打診があり、それで受けたところです。 

 

（記者） 

国からの申し入れがあって市が受けられた。市からではなくて？ 

 

（市長） 

率直に申し上げて、国から「こういうメニューを考えていますがいかがですか」という

ことです。 
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（記者） 

運転免許センターは佐賀市が運営しているんでしょうか。 

 

（市長） 

県の施設です。免許センターにはいろんな人が来て、必ず住所関係とつながりがありま

すのでその場所で提案がありました。どこで受付した方がいいのか。市の担当部署も出張

して（受付を）やっておりますが、取得率がそんなに伸びない状況です。だからいろんな

ことを国としても考えておられるようです。 

 

（佐賀新聞） 

市としてメリットもあるんでしょうか。 

 

（市長） 

市として直接的なメリットはそんなにありませんが、マイナンバー制度がつくられた趣

旨からすると、普及したらいろいろな事務が効率化できる、あるいは漏らしがないという

ことにもつながります。 

そういう立場から佐賀市も協力し、佐賀市も行政の一環としてこれを進めるということ

で一生懸命行っています。ただ強引に押しつけるわけにもいけませんので、理解を求める

一環としてこういう取り組みもよいと思います。 

 

（記者） 

ＮＨＫの本田です。4 ページ目の「強い農業・担い手づくり」に戻りますが、農業者に対

する補助はもう既に始まっているのか。始まっていなければ実際農業者の方々に補助が渡

っていくのはどのようになっていますでしょうか。 

 

（市長） 

農業者の補助は災害関係で出ておりますので、一般的な農業施策というのは多岐にわた

っておりますが、今回の分ですね？ 

 

（農林水産部長） 

先ほど、ハードとソフト的ということで二つをわけましたが、少し語弊がありました。

どちらもハードですが、上の豪雨災害復旧経費の分は佐賀市が復旧を直接的に行います。

下のほうの「強い農業・担い手づくり」というのは被災農業者に対する復旧の補助です。 

この補助率は、国県市合わせて 10 分の 6 を補助する。農家の受益者は 10 分の 4 の負担

になります。これは事前着手が認められております。この事業を国が取り組むとアナウン
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スがあった時点で、被災者の方には、「現場の写真や見積書など関係資料をとってください。

そうすれば事後の交付も可能です」と申し上げています。 

実際の支払いはこの予算が通ってから各農家に補助する形です。 

 

（幹事社） 

補正関連は質問がないようなので、市政一般の質問に移っていいですか。 

幹事社からいくつか質問したいと思いますが、オスプレイで、今月 26 日に知事が漁協に

再度行かれ、組合長や幹部の方と協議することになっています。御存じのように防衛省が、

15 支所のうち 13 支所に対し説明が終わって、地権者の多い南川副や早津江はできていない

という状況です。知事は 26 日に行ってみて、地権者がポイントとおっしゃっていますが、

場所が佐賀市なので市長の見解をお伺いしたいと思います。 

 

（市長） 

もちろん、進めるということになると地権者の問題も出てくると思います。私はちょっと

違うんですね。地権者の前に協定書の覚書等で結んでいる部分、その部分がどうなのか。

あれには地権者の意向も入っているわけですが、漁業団体としての意向で結ばれた部分で

す。だから漁業団体、漁業者の団体がどう考えられるかがやはり重いと思います。 

その考え方で、「地権者がよかけんが、そいじゃあ漁業団体もそがんせじにゃ。」これは

佐賀弁で言っていますが、それとは違うんじゃなかろうかということ。 

だから、そのことについて私は知事とも話したことがありませんので、新聞等で発表さ

れた知事の内容がどういう意図だったのか確かめておりませんので、私は、「漁業者の団体

がどうなのか」がまずは問われると思います。 

 

（幹事社） 

新幹線ですが、ルートの選定でフル規格になった場合ですが、佐賀空港を通る南回りの

路線のこともあって国会で質問が出て国交省は空港を通るルートは難しいという否定的な

でした。もしフル規格になったと仮定するとＪＲが希望しているような佐賀駅を通ること

になると思います。そうなった場合に、ちょっと気が早い話ですが佐賀駅を通った場合の

まちづくりについて佐賀市の対応はいかがなものかお伺いします。 

 

（市長） 

新幹線問題には問題点がいろいろあります。そのような中、片や武雄から以西について

はフル規格で走れるような整備がなされていますが、新鳥栖－武雄温泉間をどうするのか

が課題になる。知事が言っておられるような形で、原点に戻ってお互いにどうあるべきか

を話そうということで、「新幹線はフル規格ありきという形での話には即乗れない」と言わ

れています。私もそうだろうと思っています。 
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いろんな議論が詰められた中で、フル規格でいくと仮定した場合にどうなのか。その場

合もやはり佐賀はルートの問題が出てくると思う。どっちにするのか。空港周辺南のほう

を通せという部分も、内容的に読むとそれなりの説得力がある。将来的な視点から考える

と決しておろそかにできるものではないです。 

 

ただ、佐賀のまちづくりとしてはどちらがいいのか、佐賀でも議論しなければならない

と思います。ＪＲや国交省の中にも、現駅というものが頭の中にあるかもしれませんが、

それでいいのか。いずれにしろ、ルートの問題が大きな問題になるということです。 

 

ただ、我々が心配しているのはルートの問題だけでなく、並行在来線の問題をどうする

のか考えていかなければならない。 

それともう 1 つ。原点で本当に多額の経費を佐賀県が負担して、今必要なのか。それも

やはり問われるということで、いろんな議論をする必要がある。ただ、そのことは整理さ

れていく問題かもわかりませんが、仮に佐賀駅周辺に来た場合の佐賀駅周辺のまちの有り

様はどうなのか。それについても具体的なものは出ておりません。 

 

以前は、現佐賀駅のそばを通るということで、佐賀市もあの辺で用地を幾らか確保した

り、あの辺の建物にそれなりの計画で依頼したこともございますが、それがもう消えてお

りますので。またそういった部分での問題も出てきます。 

いずれにしてもある程度話を進めていかなければなりませんが、今、佐賀市が「ぜひ佐

賀駅で」という段階ではないと思います。 

 

（幹事社） 

ありがとうございました。幹事社からもう一つ質問。お願いします。 

 

（幹事社） 

幹事社のサガテレビの川浪です。 

先ほどの話とも関連してくるかもしれませんが、佐賀駅周辺のまちづくりに関する進捗

状況を教えてください。 

 

（市長） 

これは佐賀駅周辺整備検討委員会で佐賀駅周辺の期待する姿を描きながら議論をしてい

ただいております。 

そういう中で、国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会が 2023 年に佐賀で開催され

ますので、その間に、あの辺一帯を整備をしようと今打ち出しているのは、佐賀駅南です。 

今駐車場等を含めた使い方を改修する、整備をし直す形で進んでいます。 
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同じように、駅の北側、タクシープールや駐車場の在り様も検討し、姿を少し変える形

で取り組んでおります。 

 

それから北のほうに上って市道三溝線です。この片側 2 車線 2 車線の道路、合わせて 4

車線の道路を両サイド 1 車線づつ減らして、自転車レーンあるいは歩道を拡幅するなど、

北に伸ばしていく事業を進めていくところまで決定しています。 

 

そういう中にあって、もとの西友ですが、建物が 2 階建てで建築をされていますが、そ

れとあわせて東側の駐車場。こういったものの活用策を市としてはとりあえずの候補とし

て事業計画、事業を進めていく段取りで調整を図っております。 

 

（幹事社） 

続けてですが、その中で具体的に決まったようなことはありますか。今までも同じよう

な説明されていると思いますが、改めて決まったことがあれば教えてください。 

 

（市長） 

どの辺まで記者の皆さんに知らせている時点がわかりませんが、かなりの部分を出して

いるはずです。 

 

（企画調整部長） 

企画調整部長の武藤でございます。 

佐賀駅周辺地区の整備は、南口は東側を「みんなのための広場」ということで、現在、

人が集まるような場所やイベントができるような場所がありませんので、南口の東側半分

をそういうイベントができるような場所にしたい。自家用車とタクシーを西側に集約した

いと考えております。 

 

北側は、今出入り口が別々ということで朝夕を中心に東西の人と車の流れが非常に悪い

ですので出入り口を一本化する。正式なきちんとした交差点を作ることで、人と車をスム

ーズに流す。 

 

あわせてアリーナ方向の三溝線は、現在の 4 車線を社会実験等を行って地元の方々と話

し合いながら 2 車線化をして歩道を広げ、自転車レーンをつくるという方向を定めました。 

現在それに向け実施設計を行っています。その中で、市民の方のご意見や、実際南口の

広場をどう使っていくかを今後事業者の方の声を聞きながら、今年度の設計に生かしてい

きたいと思っております。 
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令和 2 年度から工事に入り、国民スポーツ大会が開かれる令和 5 年度を見据えて整備を

進めるというスケジュールを考えています。 

 

（幹事社） 

各社さん、質問どうぞ。 

 

（記者） 

佐賀新聞の太田と申します。 

長崎ルートの関連質問です。佐賀新聞が実施した県民世論調査の結果の中で、「フル規格

前提の協議には応じない」という知事の姿勢に対して、支持するというのが約 7 割と結果

が出ております。いわゆる整備せずに対面乗り換え方式のままという回答が 1 番多く、3 割

6 分ぐらいありました。こうしたした結果に関する市長のお考え、受けとめをお聞かせくだ

さい。 

 

（市長） 

これは長崎県民も 10 年ほど前は考え方が違っていたと思います。実際、嬉野まで諫早か

らつなげる部分が向上されるとかなり変わってきたと感じます。 

 

ただこれは東を向くか西を向くかで、東を向いたら今が 1 番便利だと思います。特急も

時間帯によっては 10 分ちょっとおきに出るというようなことで、料金的にもそんなに負担

感を感じなくて乗れます。そういう意味からすると非常に使いやすいＪＲの佐賀―博多間

だと思います。 

 

ただ西のほうで、長崎があります。長崎の気持ちからすると、「自分のところだけはでき

たが先がつながらない」という気持ちも当然出てくると思います。その気持ちもわかりま

す。だからどういうところで折り合うか、非常に難しい話だと思います。 

やはり原点に帰って話し合わないと、ただ「フル規格」、「金を出すのは当たり前」とい

う感じで、今のスキームをそのまま肯定したような対応を迫られると「ちょっと待ってく

ださい」と言わざるを得なくなると思っています。 

 

（記者） 

もう一つオスプレイのことに関し、一方で私どもの世論調査では賛成反対の結果が拮抗

しました。拮抗した理由は、反対は機体の安全性・騒音への不安が減少しつつもやはり多

い理由ですが、一方で賛成の理由としてはいわゆる災害対応への期待、先般の豪雨なども

そうですが、甚大な被害が非常に頻発していることへの対応という期待が県民の中にも高
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まっているように思われます。そのオスプレイに関しての県民の意見をどう思われますか。 

 

（市長） 

今年、全国的にもそうですが佐賀県でも災害がありました。そこへいち早く自衛隊のそ

れぞれの部隊から派遣されて、現地で活躍していただきました。 

そういう姿を市民や県民の皆さんも、ごらんになっていて非常に期待感はお持ちだと思

います。 

 

ただ、今までもいろいろ議論をされましたが、災害時に本当にオスプレイが役に立つか

どうかいろいろな見方があると思います。オスプレイが今年のような災害のときにどれだ

け役に立つのというのは。遠隔地までスピードをもって物を運ぶことができたとしても、

救助関係ではオスプレイで救助をするというのは考えられないと思います。 

 

それよりもヘリコプターの部隊が現地での活躍では先にいくんじゃないのか。だから通

常、佐賀空港使用の問題はオスプレイとなっていますが、やはりヘリコプターというのが

移駐することでもありますので、そちらのほうはそれなりにあると思います。 

 

ただ、新聞でアンケートをとられたのが、オスプレイを代表して書かれているので、そ

のことについて私がとやかくいうことではないのですが、一番我々も心配しているのは、

環境問題がどうなのか。それについては今後いろいろ議論していかなければならない問題

がたくさん残っています。まずはその前段に約束事をどうするのか。約束は何にもまして

優先されるべきものだと私は理解しておりますので、約束事をどうするのかを見届けたい

です。 

 

（記者） 

西日本新聞の穴井です。秀島市長は 2017 年 10 月の当選から今年折り返しに入ったと思

うんですけれども、この 2 年を振り返ってと、今後 2 年の抱負をお聞かせいただけますか。 

 

（市長） 

あと 2 年の抱負を含めてですか。最後というので、一つはやはりオスプレイの分が関心

がありました。オスプレイのことで一番心配しているのは、賛成派・反対派で、先ほどの

アンケート結果にもありましたように、ほぼ拮抗しているということです。 

 

そういう中で、お互いにいがみ合うことのないようにすべきだと思います。いがみあっ

たらこれこそ一番悲しい結果につながりますので。オスプレイの件で、佐賀市民が二つに

割れて喧嘩していることにはならないように、何らかの形で納める方法があればというこ
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とで、その前段に立ちふさがっているのが約束事です。 

約束事は軽いものじゃない。歴代の知事さんたちが「しない・させない・あり得ない」

とまでいった約束事を軽く扱うわけにはいかない。それだけ重いものがありますので、そ

の成り行きを見させていただくという立場で、4 期目に手を挙げたつもりです。 

 

あとはバイオマス関係です。バイオマス関係、下水処理施設についてはかなり成功事例

で、世界的にも評価をいただくまで職員始め関係者の皆さんが頑張ってくれています。 

それとあわせて、ごみの処理施設の清掃工場。ごみの処理施設では地球温暖化の原因と

なっている CO2 をできるだけ減らそうという思いです。 

減らすことによって地球の異常気象等を和らげる、ひいては子どもたちが将来安心して

生活できるような地球環境を残すためには、やはりこの CO2 問題はきちんと克服していか

なければならないと思っています。 

事業として進めるには、佐賀市が先駆的な役割を持っていますのでそれを見届けたい。

言うだけではどうしようもございません。それを実行に移すという部分がないといけない。

その実行に移すことでごみの処理施設の部分では、佐賀市が最先端を行っていると自負し

ております。 

 

こういったものが成功すると全国的に広がって、そして世界に広がる。地球環境の悪化

を抑制することにもつながるという思いで職員たちが頑張っているはずです。 

そこに協力していただいているのが民間企業、民間、団体の皆さん。団体として、ＪＡ

が「そういう CO2 は自分のとこで使わせてください」ということがあり、バジル栽培の会

社も出てこられた。活用例がどんどん増えています。もちろん、基になるのが藻類を大量

に培養してアスタキサンチンを抽出するという取り組みをされているアルビータの進出を、

我々と協力しながら進めさせていただいている状況です。 

 

ただ、CO2 は量的には出ておりますが活用事例が少ないということで、新聞等ではその

計画値がずさんだとか、全体がまずいような状況で推移しているというとらえ方ですが、

そうではなくて、「現在はまだこれだけだ」ということです。「活用例をどんどん広げてい

きたい」という思いで 4 期目への挑戦をしたわけです。 

 

今ちょうど半ば程度ですが、両方ともまだまだ課題があるという段階です。あと 2 年、

行政の力だけでは事業を大成功に結びつけるのは難しい部分もありますが、いろんな力を

借りて一歩一歩前に進めたいと思っています。 

 

そういったものに合わせて抱負となりますと、同じように前から取り組んできた、発達

障害の子どもたちのことです。発達障害という言葉の中で、いろんな悩みを持っておられ
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る子どもたちがいます。 

それが特性かもしれませんが、一般社会で生活するには非常に不具合な部分、衝突する

部分が出てきます。小学校・中学校もそうですが、今は幼稚園・保育所の段階でもそうい

う現状が出ているという悩みがありますので、行政としても特別の手だて、支援員・サポ

ーター的な人をプラスして雇って、全体が流れるような形にしています。いわゆる発達障

害のための施策・手だてをしています。 

 

佐賀市では、幼少期にできるだけ早い時期に、症状がわかったら早い時期に療育をする

特別の施設もつくり運営していますが、そこにも相談待ちをされている人たちがおられる。

もちろん診断にも行列ができている。いろいろ行列ができているわけです。 

 

それで発達障害の数が落ちついているかというろ、これが増えている。 

佐賀市では去年、複数の学校の先生たちから見て気になる子ども、いわゆる心配する子

どもが小学校で 8.9％だったのが、今年は 9.8％になっている。9.8％といったらほぼ１割。

私が市長になったときは 2～3％でした。ここ 10 何年で増えています。 

何で増えてるのかを究明していただけないだろうかと県を通じて国に直接言ったことも

ありますが、なかなかそこがそこまで到達していません。 

それに対応するための経費が年々佐賀市でも増えています。子育ての部分や、障害者の

中での増え方をしている。 

その増え方が億のつく金で増えているということをどうとるのか。そういう意味で早い

対応が必要。何かいい手だてを考えられないか。そういう訴えをこれからも続けていこう

と思っています。 

 

そうしないと、そういう特性のある子どもをお持ちの家族の方は、ある面では非常に心

配されている。50－80 という数字がよく言われます。この子が 50 歳になったとき、自分

が 80 歳。そのときにそれでいいのか、後どうするのか。そんな心配を持ちながら生活をし

ている方が年々増えていることだけは事実ですので、不安をどう行政として緩和できるの

か、そこが問われている。その部分で私も頑張りたいと思います。 

 

（記者） 

ありがとうございます。今のお話ですとバイオマス関連と清掃工場、その 2 年間で一定の

成果が得られて引き続き進めたい、今期に限らず、前から取り組んでこられた発達障害の

子どもたちの養育や支援を、今後も手だてを続けたい。あとは、オスプレイのことを一番

心配しているので、あと 2 年でまた成り行きを見ていきたいですね。 

 

（市長） 
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まとめるのか、まとめる必要がないのかですね。約束をそのまま守ればまとめる必要は

ないからですね。 

 

（記者） 

ありがとうございます。長期にわたるであろう施策も多いと思いますが、次の市長選を

どうするかお考えがありますか。 

 

（市長） 

それはいろいろあるでしょうが、皆さんたちの想像にお任せします。 

 

（記者） 

ありがとうございます。 

 

（記者） 

ＮＨＫの本田です。今年 8 月大雨特別警報が出て、去年も大雨特別警報が出て 2 年連続

ですが、来年に対してなにか備えておく部分はございますでしょうか。 

 

（市長） 

これはここに来ている幹部の皆さんも同じ悩みです。 

今までは、20 年に一度、30 年に一度、あるいは 50 年に一度というスパンであっていた

災害。これがそれぐらいのスパンでとらえていいのかどうか。記者の皆さんもそうだと思

いますが、これはそうじゃない。今年や去年の状況等を見るとあちこちである。 

台風が 1 つ来て、数県で大被害・大災害が発生する。これは今年だけのものではない。

地球環境がよい方向ではなく悪い方向にしか進んでないととらえています。 

来年もあるかもわからない。ある「かも」じゃなくて、ある「はず」だと、そういう思

いで対応しなければならない。 

 

ただ、対応すると言ってもソフト面は幾らか補充できますが、ハードの面はそんなに簡

単にできるものじゃない。また樋門やポンプ場の運転関係で大きなミスがあって今年の災

害を引き起こしたならその部分を修正すればいいですが、今年の災害対応は間違ったこと

はやっていません。できるだけのことはやってる。あとは秒争いぐらいにどうするのかと

いう判断が出てくるかもわかりませんが、間違ってない。 

今年並み、今年以上のものが来る可能性がありますので、そうなったときにどうするの

か。今、建設部の河川砂防課のほうでは計画の見直しというのが出ています。 

その中で、雨量等のとらえ方をどうするのかということです。ただ、実際にやるにして

も、国庫補助等の事業になってきますので、かなり実現までには遠い部分があります。全
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国から上がってきますから、予算獲得も大事です。 

 

事業をこうしたらいいと決まっても、ハードの部分では予算獲得も大変な状況になって

くる中でどうするかというと、やはりソフトの面を含めて対応をしていかなければならな

いと思っています。行政ができることは限られています。それぞれの地域の皆さんたちに

「今年と同じ、それ以上のものが来るかもわかりません」と訴えて、せめて今年並みのも

のがもう 1 回来ても被害を最小限に抑えるように、それぞれの地域でまた家庭で考えてく

ださい。 

 

特に今年、浸水した地域が結構ありますが、そういうところはどうしたらいいのか。例

えば情報等があったら畳を上げる。剥いで上げるような場所があったらそうしてほしい。

飲食店を営んでおられる愛敬の辺りは腰近くまで水の深さが来ましたので、水に浸かって

困るような電気器具等を少し上げるとなどの対応をしてほしいと思っています。 

 

佐賀の場合は堤防が切れない限り、幸いにして人命までというのはないと思いますが、

もし堤防が崩れるということも考えますと、うちの避難体制、避難の促し方について考え

なければならない。そういったものを担当部署では分析して、改善の方法を考えています。 

ソフトの面で雨に備えるということで、少々あらがう部分はあるかもわからんけども、何

とか乗り越えるということを当面考えてほしいと思っております。 

 

今事業として動き出しているのが、城原川ダムです。これが穴開きダムになるのか、そ

うでないダムになるのか最終的にはわかりませんが、あの城原川が高い水位で筑後川に注

ぐようになっています。それと途中でぶつかる佐賀江川。これも同じように堤防のすれす

れのぐらいのところで、今年も水が流れてきています。 

 

ちょうど交わるところの周辺にポンプ場もありますが、ポンプも精いっぱいかけていた

だいていますが、それでもはけないような状態になっている。 

自然排水などを含めて、排水機能を高めるためには、やはり城原川ダムが早くできて城

原川に流れる神埼方面の水量がある程度調整できたら、佐賀江川がもう少しはけがよくな

り助かるのではないか。だから城原川ダムの早期完成が、現実的に早めてほしいと待たれ

ます。 

 

それとあわせて、佐賀市の東部の排水を受け持っている、諸富の中を通っている新川。

それから川副と東与賀の間を流れています八田江川です。有明海への排出ですが、これも

できるだけ手際よく最大の効果が出せるように、我々ももう 1 回検討してみなければなら

ない。 
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もう一つ頼りになるのが、諸富・川副・東与賀の田んぼです。あそこには農業用水路が

張りめぐらされ、改修されています。以前あった水路を掘って、護岸工事等もしています

ので、掘ることによって幾らか調整能力を増しますし、雨が降る前に水位をかなり落とし

て待ちのような状態になっていますので、そういったことを徹底してもらうことが今後も

必要になってくると思います。 

平地ダム調整能力、量的には結構ありますので、調整能力をできるだけ最大限に生かし

ていただくようお願いをしたいです。土地改良区と管理をされている部分と良好な関係に

あって、うまく連携しながらしていくというのが、かすかなプラス効果にもなる。 

いずれにしましても、南部の皆さんたちのそういう想い、旧佐賀市あるいは大和の一部

に対する理解が年々深まっておりますので、少しだけそういう期待度が増していいのでは

ないかと思います。 

 

私はいつもそのことが佐賀市にとっては合併の最大の効果だと言っていますが、佐賀市

一体となった水対策・排水対策だから、先ほどオスプレイの話も出ましたが、地域を二分

しいがみあうことは絶対してはならない。地域の人たちは、上流部・下流部仲よく、何か

のときには一体となって対応するような町であるのが一番強い町だと思っています。 

 

（記者） 

毎日新聞の池田です。災害関連で 8 月豪雨の話が出ましたけども、9 月には台風 17 号で

かなり佐賀市南部でも川副・大詫間のほうで稲や大豆に被害が出ました。そのことに対す

る受けとめを伺いたいのと、市として何か対応や補助をする考えがあればそれもお聞かせ

ください。 

 

（市長） 

今年は台風 5 号と、17 号は雨なし台風ですね。これが被害が大きいですね。それで佐賀

のブランド米、「さがびより」がどうなるのか心配ですが、作況指数 63 と出ていますが、

それ以上に悪くなるのではないか。50 代、あるいは 50 をわるのではないかというような言

われ方もしています。 

大豆も地域によっては収穫ほぼゼロというところもございます。後で農林水産部長が話

すと思いますが、ものすごく農業被害が大きく、悩みは大きいものがあります。 

そういう中で佐賀市だけではどうしようもございません。国、県、市、それからまた農

協団体であるＪＡと一緒になって取り組んでいかなければならない。こういう被害があと

の麦にもつながらないように、これで一区切りをつけて、来年からまた新しい気持ちで農

業に従事されるような自然状況であればと思いますが。また異常気象が絡んできますので、

それ以上はもう心配する部分になります。 
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（農林水産部長） 

農林水産部長の川副でございます。実は今年麦は豊作でした。 

それから一変して渇水で、田植えができないところもありました。そして日照不足が伴

いました。7 月から 8 月にかけて冠水があり、台風によっては塩害が来ております。それと

またウンカという害虫の被害が出ています。 

 

さまざまな要因が重なって佐賀県の作況指数は 63 となりました。全国で 99 ですから平

年ですが、この 63 も佐賀県を東と西のほうに分けまして佐賀市は東の方にありますが、東

の方は 59 です。 

この佐賀県全体の作況指数というのも全国最低の作況指数です。そして佐賀市も平成 18

年の次に悪いワースト 2 番目の作況指数でした。 

 

そういった中で、本当に佐賀市の特に米については困っているということで、県もＪＡ

も動いて、当然佐賀市も動いて国のほうに訴えています。 

でき上がったその作物に対する支援も訴えかけています。それを支援するというのはど

ちらかというと共済、あるいはその収入保険、制度でカバーしていくことになります。 

 

実は昨日ぐらいに、国から共済組合のほうに「特別支援を考えている」という打診があ

ったようです。最終的には今から申請してどういった形での支援の中身になるか決定され

ると思いますが、何らか国のほうでも収入保険制度であるとか、たぶん米は共済のほうに

なると思いますが、そういったところで考えているということを情報として入手していま

す。そういう部分で農家の方たちを支援していくことになると思います。 

 

（記者） 

サンライズパークの中核施設のアリーナの入札が不落になり、県の予算も 65 億円増額と

いうことです。何カ月かおくれる形になります。県の事業ですが場所は佐賀市ですし、こ

の先不透明な形になっているので、市長としてどういうふうに見てらっしゃるのかお尋ね

します。 

 

（市長） 

一時はオリンピックですね。東京で 2020 年に向けていろんな工事をされます。そのあお

りで地域での資材不足、人材不足、建材・資材の高騰等で結構地方で不落という取り手が

ないというような事業も出ていると聞いています。それが収まってない状況で、県が発注

しましたアリーナがああいう形で補正をお願いしなければならない形になってる。額も半

端じゃないですよね。 
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それと同じように、佐賀市が今、農業土木とか道路河川の災害復旧関係を出しています

が、去年の分でまだとっていただけないところ、不調になっているところが結構あるわけ

です。そういう中で業界は業界なりの人手不足などがあって、ただ単に設計金額との折り

合いがつかないということだけじゃない大変な中で県がアリーナを整備しますが、あの辺

一帯、佐賀市も幾分か負担をして、協力し一緒になって事業を進めなければならないわけ

です。そういったものにもはね返ってくると思います。 

 

そして建設費の高騰等が出なければいいが・・という悩みがあります。こちらのほうか

ら積極的にどうこうするとは今のところ考えてはいませんが、いわゆるオリンピックでの

建設需要がある程度費用の部分で収まり、ある程度緩和できるような状態になってくれる

ことを望んでいるような、他力本願的な願いしかありません。 

 

（司会） 

横尾様、ありがとうございました。 

それでは、以上をもちまして市長記者会見を終わらせていただきます。本日はどうもあ

りがとうございました。 

 

（市長） 

バルーンフェスタではいろんないい写真を広げていただきありがとうございました。感

謝しています。皆さん方のああいう報道が一番頼りになりますし、来年にもつながります

のでこれからもよろしくお願いします。 


